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第三者（コンサルタント
会社）の助言を受けな
がら、調達コスト低減の
取り組みを推進

第三者
視点

調
達
検
討
委
員
会

• 当社は、2012年度に資機材調達部門と工事主管部門の役員等で構成される「調達検討
委員会」を設置し、第三者（コンサルタント会社）の助言を受けながら、調達コスト低減の
取り組みを推進してきました。

• 「調達検討委員会」では、調達戦略の策定や価格交渉力の強化、効果的な発注方式の議
論の他、具体的な大型案件の調達コスト低減方策などについて議論を行い、成果をあげてき
ました。

• 調達戦略の策定
• 価格交渉力の強化および効果的な発注方式を経営的見地から議論
• 発注方式の審議
• 年間発注実績の評価（→次回戦略へ反映）
• 大型案件の調達に関して議論（発電所の新設・リプレース工事等含む）

【調達検討委員会の役割】

項目 価格交渉力の強化・効果的な発注方式に関する主な取り組み内容 主な適用事例

価格交渉
力の強化

費用構造の見える化（価格交渉余地がある項目を見極めるため、見積内訳を細分化） 過熱器 管寄せ(火力)

仕様の緩和（汎用品の採用等）による調達先の選択肢拡大 脱硫装置空気圧縮機(火力)

効果的な
発注方式

グループ会社との共同調達：グループ会社と共同で複数案件まとめて一括発注 発電用変圧器

ターゲットプライス方式：コスト低減額を織り込んだ目標額で見積もり 水圧鉄管更新（水力）

リバースオークション方式：見積り価格を競り下げる方式 ガス・ガスヒーター（火力）

総合評価方式：本体価格とランニングコスト等を総合評価し取引先を選定する方式 火力発電設備本体

VE提案：取引先からコスト低減に資する技術提案を募集し、設計等に反映する方式 建築工事

２．経営効率化の取り組み内容
（３）資機材調達コストの低減
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• 当社の取り組み状況についてヒアリング等で報告するフォローアップ対象案件として下表のとおり
選定しました。

• なお、当該対象案件については、検討状況に応じて、検討の取り止めや方針変更が考えられ
ます。また、新規案件の取り組みも考えられることから、このような場合には、対象案件の調整を
ご相談させていただきたいと考えております。

３．「調達改善に関するフォローアップ」の取り組み方針
（３）フォローアップ対象案件の一覧

カイゼン 案件

●●発電所 土砂浚渫作業

●●発電所 定期検査

事務業務委託

上流調達活動 案件

●●発電所 管理システム更新

▲▲発電所 管理システム更新

●●発電所 給水加熱器取替

●●発電所 脱硝装置化学触媒取替

●●発電所 遮断器改良工事


